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 都道府県医師会長  殿 

日 本 医 師 会 長 

松  本  吉  郎 

（ 公 印 省 略 ） 

 
 

「日本地域包括ケア学会 第７回大会」の開催について 

 

時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

さて、標記大会を日本地域包括ケア学会との共催で開催することとなりましたので、ご案

内申し上げます。大会当日は、医療・介護関係職種等を対象に、日本地域包括ケア学会の理

事長を務める田中滋先生の基調講演のほか、2つのシンポジウムが行われる予定です。 

なお、今大会は、会場の定員は50名としたうえで、日本医師会館 小講堂とオンラインの

ハイブリッド形式での開催となります。お申込み方法等の詳細につきましては、添付の大会

チラシまたは学会ホームページをご確認下さい。 

つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知の上、郡市区医師会および会員

への周知方につきご高配を賜りますようお願い申し上げます。 

 
記 

 

日 時：令和 7 年 12 月 21 日（日）13：30～17：30 
開 催 形 式：日本医師会館 小講堂とオンライン（ZOOM ウェビナー） 

のハイブリッド開催 
プログラム・お申込み方法等：大会チラシまたは学会ホームページをご確認下さい。 
日本地域包括ケア学会ホームページ：http://chiikihokatsucare.com/ 

そ の 他：本大会にご参加の先生は日医生涯教育制度 CC(10.13.80)、3 単位が取

得できます。(※「ZOOMウェビナー」で参加される方は当日視聴し、大

会後、学会事務局よりお送りするアンケートにご回答ください。大会

当日に視聴したログの確認をいたしまして、後日、学会事務局より参

加証を郵送いたします。会場でご参加の方は当日参加証を交付いたし

ます) 

以上 

事務局長会計理事庶務理事副 会 長会 長

受 付担 当課 長 課長代理次 長 係 長R7.10.17
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http://chiikihokatsucare.com/


お問合せ

日本地域包括ケア学会運営事務局
医療法人博仁会志村大宮病院内

TEL.０ ２ ９ ５ -５ ３ -２ １ ７ ０

在宅療養から 見た 地域包括ケ ア シ ス テ ム の現状と 課題

●学会参加費： 1,000 円（ 手数料・ 税込）

●本学会は感染症予防、 防止のため、 会場での参加者数を制限し ており ま す。

　 会場での参加者定員を超える 場合は、 オンラ イ ンでの視聴と なり ま す。    

　 お申込み方法につき まし ては裏面またはＷＥ Ｂ サイ ト をご覧く ださ い。

開会セレ モニ ー

基調講演

　 　 　 　 　 　 　 　「 在宅療養を 支え る 医療介護と 暮ら し 支援
                                             　    ～身寄り 無し 者急増を 踏ま え て ～」
　 　 　 　 　 　 　 　 　 座長　 松田　 晋哉 氏（ 福岡国際医療福祉大学 教授・ 日本地域包括ケ ア 学会 副理事長） 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 講演　 田中　 　 滋 氏  （ 埼玉県立大学 理事長・ 日本地域包括ケ ア 学会 理事長） 　 　

シ ン ポ ジ ウ ム ①

　 　 　 　 　 　 　 　「 地域包括ケ ア シ ス テ ム を 支え る 在宅療養の担い手」
　 　 　 　 　 　 　 　 　 座長　 新田　 國夫 氏（ 全国在宅療養支援医協会　 会長）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 講演　 斉藤　 正身 氏（ 日本リ ハビ リ テ ーシ ョ ン 病院・ 施設協会　 会長）

 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 高橋　 英登 氏（ 日本歯科医師会　 会長）

 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 織田　 正道 氏（ 日本在宅療養支援病院連絡協議会　 理事）

 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 平原　 優美 氏（ 日本訪問看護財団　 常務理事）

シ ン ポ ジ ウ ム ②

　 　 　 　 　 　 　 　「 在宅医療の仕組みを 支え る 医師会の活動」
　 　 　 　 　 　 　 　 　 座長　 鈴木　 邦彦 氏（ 日本地域包括ケ ア 学会　 事務局長 

                                                          日本在宅療養支援病院連絡協議会　 会長）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 講演　 池端　 幸彦 氏（ 福井県医師会　 会長）

 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　    川越　 正平 氏（ 松戸市医師会　 会長）

 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 西田　 英一 氏（ 北九州市八幡医師会　 会長）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  野津原　 昭 氏（ 熊本市医師会　 在宅医療担当理事）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 総括　 松田　 晋哉 氏（ 日本地域包括ケ ア 学会　 副理事長）

閉会セレ モニ ー

（ 1 3 ： 3 0 ）

（ 1 3 ： 4 0 ）

（ 1 4 ： 4 5 ）

（ 1 6 ： 0 0 ）

（ 1 7 ： 2 5 ）

第 7 回大会プロ グ ラ ム

日本地域包括
ケ ア 学会

第 7 回大会

会場 ×ZOOM ハイ ブリ ッ ド 開催

日本地域包括ケ ア 学会

会場 : 日本医師会館小講堂 定員 50 名

2025

13 : 3 0-17 : 3 0

主催： 日本地域包括ケア学会　 共催： 公益社団法人　 日本医師会



2025/12/21（ Sun） 13:30-17 :30

日本地域包括ケ ア 学会第 7 回大会

お申込み方法
下記 UR L ま た は 記載の QR コ ード か ら お申込みく だ さ い 。

※受講者１ 名ご と に 個別に お申込みく だ さ い 。

日本医師会館　 小講堂 会場 50 名 ×ZOOM ハイ ブリ ッ ド 開催

h t tp s ://c h i i k i h o u k a t s u 2 0 2 5 .p e a t i x .c o m
申込専用 UR L

受 付 締 切 は

2 /1 で す

受 付 締 切 は

令和 7 年
12 月 19 日

で す

シ ン ポ ジ ウ ム ①

全国各地で地域包括ケアが進み、 病診連携・ 医療介護連携・ 多職種連携など が地域に合わせた形で構築さ れ、 医療介護分野で支える

体制は日々進化を し ている 。 今後増加する こ と が見込ま れている 85 歳以上の高齢者は医療や介護のほかにも 「 社会的孤立」「 経済的

な課題」「 様々な場面での意思決定」 など 多様な課題を 抱えており 、 単に在宅医療を 提供する だけでは十分な支援ができ ている と は言

い難い。 本シン ポジウ ム では全国でも 先進的な在宅医療・ 暮ら し の支援に取り 組んでいる 演者を お招き し 、在宅療養を 支える 仕組みと 、

超高齢社会でも 誰も が暮ら し 続けら れる 地域を つく る ための道筋を 示し ていく 。

シ ン ポ ジ ウ ム ②

新たな地域医療構想は、 在宅医療・ 外来、 介護連携等も 対象と する こ と を 明示し たう えで、 高齢者の増加や人口減少がさ ら に進む

20 40 年と その先を 見据えて、 全ての地域･世代の患者が適切に医療･介護を 受けながら 生活し 、 必要に応じ て入院し 、 日常生活に戻

る こ と ができ る 体制構築を 目的と し て掲げている 。 地域包括ケアシス テム は地域特性に合わせた形で構築さ れる こ と を 想定し ている

ため、 各地域の在宅医療の全体像は、 地域医療構想調整会議等を 通じ て構築し ていく こ と になる が、 その取り 組みの状況は千差万別

であり 、 十分な在宅医療の質や量の確保は個々の医療機関の努力だけでは難し い。 本シン ポジウ ムでは都道府県及び郡市区医師会が

中心と なり 進めている 在宅医療を 支える 活動を 紹介する と と も に、 2 040 年の目指すべき 将来像について明ら かにし ていく 。

「 在宅医療の仕組みを 支え る 医師会の活動」

「 地域包括ケ ア を 支え る 在宅療養の担い手」

お申込みは Peatix サイ ト にて受け付けており ま す。

Peatix でのお申込みには Peatix アカウ ント 登録が

必要になり ま す。 ま た参加費のお支払いはク レ ジッ ト

カード やコ ン ビ ニエン ス ス ト アでの支払いと なり ま す。

詳細は Peatix サイ ト にてご 確認く ださ い。

本大会は日本医師会生涯教育講座に認定さ れており ます。 基調講演:1 単位 (CC13) シンポジウ ム①:1 単位 (CC10) シンポジウ ム②:1

単位 (CC80)。 参加証を希望さ れる 方は「 ZOOM ウ ェ ビナー」 で当日視聴し 、 学会後お送り する アンケート にお答えく ださ い。

※学会当日に視聴をし たロ グの確認をいたし ま す。 ロ グの確認ができ ない場合、 恐れ入り ますが、　 参加証の発行はでき ませんので

ご了承く ださ い。

医師以外の職種で受講証明書をご希望の方は、 学会視聴後にお送り する アンケート にお答えいただいた場合、 受講証明書を郵送いた

し ます。

基調講演

2040 年の日本を 展望する と 高齢者人口の伸びは落ち着き 、 現役世代（ 担い手） が大幅に減少を し ていく 。 さ ら に単身世帯の増加、

親族の減少、 近隣関係の希薄化によ り 、 今後「 身寄り 無し 高齢者」 が急増し ていく こ と が見込ま れている 。 厚生労働省では「 身寄り

がない人の入院及び医療に係る 意思決定が困難な人への支援に関する ガイ ド ラ イ ン 」「 身寄り のない高齢者を 介護施設等で受け入れる

と き の主なポイ ント 」 等を 発出し 、 身寄り がないこ と で医療や介護分野での不利益がおこ ら ないよ う に注意喚起を し ている 。 一方で

そのよ う な高齢者が在宅療養を する ためには、 医療介護だけではなく 、 暮ら し の支援も 重要と なっ てく る 。 本講演では身寄り 無し 高

齢者の課題に対し 、 地域包括ケアの視点で今後ど のよ う な施策が考えら れる のかを 明ら かにし ていく 。

「 在宅療養を 支え る 医療介護と 暮ら し 支援

                                         ～身寄り 無し 者急増を 踏ま え て ～ 」

●学会に関するお問合せ： 日本地域包括ケア学会運営事務局　 ０ ２ ９ ５ －５ ３ －２ １ ７ ０

大会テ ーマ： 在宅療養から 見た 地域包括ケ ア シ ス テ ム の現状と 課題

※会場・ オ ン ラ イ ン 参加の いずれも 、 下記 P e a ti x サ イ ト から の 事前申込と な り ま す。

★本大会は日本医師会生涯教育講座に認定さ れており ま す。

https://chiikihoukatsu2025.peatix.com

